
























令和５年度 

⼀般社団法⼈メノキ 事業報告書 

 
本年度は、当法⼈は、美術を通して⼈々の表現しようとする意志を受け⽌め、発展させる
とともに、読書バリアフリー法に則った活動に貢献し、違いを認め合う共存社会の実現に
資することを⽬的として、以下の事業を⾏なった。 
 
１．『見えない人、見えにくい人、見える人、すべての人のー感じる彫刻展ー 触る・聞く・嗅ぐ・話

す・見る』後期［グループ展］・およびワークショップなどの関連事業 

会期：2022 年 11 ⽉ 7 ⽇（⽉）〜 12 ⽉ 3 ⽇（⼟） 
開館時間：9: 30 〜17: 00 
休館⽇：祝⽇（勤労感謝の⽇）・⽇曜⽇ 
会場：株式会社ヤマト本社 1 階ギャラリーホール 
 

「視覚障がい者と晴眼者のための共⽣芸術活動環境創造プロジェクト」実⾏委員会主催・
株式会社ヤマト共催 

 
《参加作家》 
カナイサワコ／齋⽊三男／野村たかあき／林 耕史／丸尾康弘／三輪途道／群⾺⼤学教育
学部美術専攻彫刻研究室学⽣ 
《後期関連事業》 
●11 ⽉ 5 ⽇（⼟）10：00〜12：00 
ワークショップ② 「⾒えない⼈、⾒えにくい⼈、⾒える⼈が⼀緒に鑑賞するには、どん
な⽅法があるか考える」WS 
●11 ⽉ 12 ⽇（⼟）13：30〜15：00 
いろいろ鑑賞会② 「⾒えない⼈、⾒えにくい⼈、⾒える⼈、誰でも参加できる」鑑賞会 
■⼀般社団法⼈メノキ：https://menoki.org FAX：0274-84-2117 
○11 ⽉ 19 ⽇（⼟）13:30〜15:00 アーティストトーク 齋⽊三男＋三輪途道（＋メノキメ
ンバー） 
○11 ⽉ 26⽇（⼟） 13:30〜15:00 アーティストトーク カナイサワコ＋丸尾康弘（＋メ
ノキメンバー） 
○12 ⽉ 3 ⽇（⼟） 13:30〜15:00 アーティストトーク 林 耕史＋群⾺⼤学教育学部美術
専攻彫刻研究室学⽣（＋メノキメンバー） 
 



２．視覚障害者と晴眼者のための共生芸術環境創造プロジェクト実行委員会の開催 

群⾺県内の⼤学・企業・美術館・地域芸術祭・点字図書館などの組織と、視覚障害者と晴
眼者のための共⽣芸術環境創造プロジェクト実⾏委員会を 2021 年から定期的に開催して
おり、インクルーシブな展覧会の企画やインクルーシブ関連の研究会などの企画を協議・
⽴案・実⾏している。 
参加団体：⼀般社団法⼈メノキ／群⾺⼤学／群⾺県⽴近代美術館／群⾺県⽴館林美術館／
アーツ前橋／富岡市⽴美術博物館・福沢⼀郎記念美術館／中之条ビエンナーレ／株式会社
ヤマト／朝⽇印刷⼯業株式会社／株式会社ジンズ 協⼒／群⾺県⽴点字図書館 
 

開催年⽉⽇ 会場 主な議題 
2022-12-05 株式会社ヤマト 2F会議室 株式会社ヤマトギャラリー

での「ミルコトミエナイコ
トサワルコト」展の報告・
報告集作成について 

2023-04-14 株式会社ヤマト 2F会議室 ⽂化庁採択「インクルーシ
ブアートコーディネーター
養成事業」、⽇本財団助成
「中之条ビエンナーレ事
業」、について 

2023-08-02 株式会社ヤマト 2F会議室 各事業の進捗について 
2023-10-30 株式会社ヤマト 2F会議室 各事業の進捗・結果報告に

ついて 
 
３．「インクルーシブアート学習会」と「インクル―シブアートコーディネーター研究会」の連携講座

開催 

⽂化庁の採択事業として、障害者、⼤学⽣、美術館学芸員、美術館ボランティア、美術や
福祉に関⼼を持つ社会⼈などを対象に、対話型鑑賞の⽅法、鑑賞サポート、障害者のアー
ト制作の現状などを群⾺⼤学の教員や障害を持ちながらアートとつながっている⼈、作家
として活動している⼈などが集中講義や公開講座などを通じて講義、また、受講終了者に
は履修証明書を発⾏し、専⾨資格としての「インクルーシブアートコーディネーター」の
認定を⽬指す取り組みの第⼀段階として「インクルーシブアートコーディネーター研究
会」が本年度からスタート。同研究会主催の講座と群⾺⼤学が取り組む中之条ビエンナー
レ公開講座／中之条芸術⼤学における「インクルーシブアート学習会」が連携した講座を
学習会＆研究会として全 8回開催を企画、今年度内では、第６回までが開催された。 
⽂化庁「障害者等による⽂化芸術活動推進事業」への申請主体は群⾺⼤学として⾏い、事
業の運営は、視覚障害者と晴眼者のための共⽣芸術環境創造プロジェクト実⾏委員会の協



⼒のもと、メノキが⾏なった。 
 
① 6 ⽉ 17 ⽇ ［⼟］13：30〜15：30 
講 師：⽵丸草⼦⽒（プロジェクトコーディネーター／アーツカウンシル東京）・インク
ルーシブアートを考えるレクチャー＆ワークショップ・学び／遊びツールにおけるインク
ルーシブアートの可能性 
会場：群⾺⼤学荒牧キャンパス６号館 C-１０５号室 
② 6 ⽉ 30 ⽇ ［⾦］13：30〜15：30 
講 師：三輪途道⽒（⼀般社団法⼈メノキ代表・全盲の彫刻家）・⾒えなくなって⾒えて
きたこと 
会場：群⾺県社会福祉総合センター202 会議室 
③ 7 ⽉ 15 ⽇ ［⼟］13：30〜15：30 
講 師：⻘⼭由貴枝⽒（⻑野県⽴美術館学芸専⾨員）・アート×インクルーシブ”ひらくツ
ール”開発からみえたこと 
会場：群⾺⼤学荒牧キャンパス６号館 C-１０５号室 
④ 7 ⽉ 27 ⽇ ［⽊］13：30〜15：30 
講 師：阿部央美⽒（全盲の美術愛好家）    
・視覚障害者が美術鑑賞に求めていること 
場 所：群⾺県社会福祉総合センター202 会議室 
⑤ 9 ⽉ 23 ⽇［⼟］13:30〜15:30 
講師:カナイサワコ⽒・斎⽊三男⽒・林耕史⽒・三輪途道⽒・郡司明⼦⽒・市川寛也⽒(中
之条ビエンナーレ「モノオトアソブ」出展アーティスト＋中之条芸術⼤学） 
テーマ:「共⽣感覚あそび開発」について語り合う 
場所:中之条町伊参交流館 
⑥ 10 ⽉ 23 ⽇［⽉］13:30〜15:30 
講師:多胡宏⽒(元群⾺県⽴盲学校校⻑・版画家) 
テーマ:障害者とアート活動−寝たきりの⼈も⾞椅⼦の⼈も 
場所: 群⾺⼤学荒牧キャンパス６号館 C-１０５号室 
 
４．まゆだまネットフェスタに参加 

時期：2023 年 8⽉ 11 ⽇ 
場所：群⾺県⽴点字図書館 
参加者：30名（視覚障害者・家族・⼀般来館者） 
内容：演奏会⽤の鈴や簡単な打楽器等の制作・参加型演奏会 
 
５．第 9 回国際現代芸術祭「中之条ビエンナーレ」に参加 



（1）時期：2023 年 9 ⽉ 9 ⽇〜10 ⽉ 9 ⽇ 
（2）場所：群⾺県吾妻郡中之条町町内 
（3）参加者：10名 
（4）内容：ビエンナーレ会場に作品展⽰ 
 
中之条ビエンナーレは今回第９回となり、知名度も年々⾼まっていていたが、今年はコロナ
禍の収束も相まって、総来場者数（総会場延べ）も 48 万⼈と過去最⼤となった。そして、
メノキでのチラシの郵送や、群⾺県⽴点字図書館の協⼒で、群⾺県内の視覚障害者へチラシ
や⾳声 CDの配布や、SNS などでの発信もあり、多くの視覚障害者の参加も得られた。（概
算 50-60名） 
また、我々の取り組みについて、地元紙をはじめ、NHK前橋局などに取り上げていただい
たこともあり、当初の⾒込みを遥かに上回る来場者を得た。 
また、展⽰に加え、元盲学校校⻑で美術教師の多胡宏⽒の協⼒もあり、晴眼者に、視覚障
害者の美術教育についての意味や、どのように世界を認識しているのかの解説などを、動
画や、多胡⽒本⼈やボランティアスタッフが直接会場で説明することで、視覚障害者と晴
眼者が交流することの意味や、ネットワークづくりの重要さを多くの⽅に周知することが
できた。 
 
中之条ビエンナーレでの展⽰に向け、中之条ビエンナーレ実⾏委員会と展⽰会場の選定や、
⼊場のシステムについて、5 ⽉より協議。町⺠プロジェクトの枠で、障害芸術の展⽰をして
きた伊参公⺠館の２部屋を会場にし、⼀部屋を三輪途道の個展、もう⼀部屋を盲学校の⽣徒
たちのグループ展という形にすることにし、有料のパスポートの提⽰なしに、無料で⼊場で
きることに決定。 
三輪途道による作品制作も並⾏して進められ、沈黙の少⼥という３体のほぼ等⾝⼤の⼈物
像が作成される。 
また、群⾺県の令和５年度ぐんま芸術⽂化創造補助⾦（ボーダーレスな地域創造）による、
「みんなとつながる上⽑かるた」の作成も開始。 
チラシの作成、中之条ビエンナーレ実⾏委員会作成のリーフレットやガイドブックへの掲
載の準備を 6⽉より開始。 
「ミルキクアソブ−三輪途道・群⾺県⽴盲学校の⽣徒たちによる触れる彫刻展」というタイ
トルに決定。元盲学校校⻑で美術教師の多胡宏⽒を通じて、群⾺県⽴盲学校の⽣徒たちの作
品の選定・借り受けの準備や、盲学校での美術教育の歴史や意味などについての動画をやは
り 6 ⽉から作成。同時期にビエンナーレ実⾏委員会とメノキ役員によって、会期中のボラ
ンティアの監視員の確保と⽇程調整。また台座などの作成と会場の展⽰⽤壁⾯などの施⼯
を中之条ビエンナーレスタッフの⻄岳拡貴⽒に依頼。8⽉中旬より⻄岳⽒によって、会場の
施⼯が⾏われ、9 ⽉初旬に盲学校から⽣徒たちの作品を借り受け、三輪途道の作品と合わせ、



中之条ビエンナーレのスタッフによるトラック運搬によって搬⼊、設置作業を完了。 
また、ボランティアスタッフである監視員たちに、会期中の視覚障害者のアテンドや晴眼者
への説明、会場のオペレーションなどについてオリエンテーションを⾏った。 
会期開始後、平⽇は１⽇に 200名程度、⼟⽇は各 400名程度の⼊場者が⼊ることが分かり、
昼⾷と午後にそれぞれ１時間ずつ休憩を取れるように、⼈員配置の調整や、展⽰会場内での
説明の担当などを再度調整。 
会期終了後、すぐに撤収作業を⾏い、会場の現場復帰、10 ⽉中旬、実⾏委員会によるトラ
ック運搬によって、作品を搬出し終了。 
 
交流イベントに向けてのワークショップ 
（1）時期：2023 年 8⽉ 11 ⽇ 
（2）場所：群⾺県⽴点字図書館 
（3）参加者：30名（視覚障害者・家族・⼀般来館者） 
（4）内容：演奏会⽤の鈴や簡単な打楽器等の制作・参加型演奏会 
 
期⽇は予定通り、場所は群⾺県⽴点字図書館を含む、群⾺県社会福祉総合センターの⼤ホ
ールにて実施。点字図書館を中⼼とした視覚障害者のためのネットワーク、まゆだまネッ
トによる、視覚障害者について知ってもらうイベント、まゆだまネットフェスタの中で、
後述の中之条ビエンナーレと繋ぐ⼀連のイベントとして、「アートピクニック・ミルキク
アソブ星筐」として開催された。11 時と 13 時の２回に分け、21名、17名の参加者を得
た。視覚障害者・晴眼者・知的障害者が⼀堂に会してのワークショップになった。ワーク
ショップの内容は変更があり、楽器（⾳具）の制作をゼロからやるのは時間が⼗分ではな
かったため、ある程度作っておいて、楽器の選定と調整をすることとした。⾳楽家たちの
指導によって、さまざまな楽曲に合わせてさまざまな鳴らし⽅でリズムを取ることに重点
をおき、最後は⾳楽家たちと⼀緒に⼀曲を演奏した。 
 
メノキでのチラシの郵送や群⾺県⽴点字図書館の協⼒で、群⾺県内の視覚障害者へチラシ
や⾳声 CD、SNS などで発信もあり、また、三輪の作成した、視覚障害者と晴眼者が⼀緒
に遊べる「みんなとつながる上⽑かるた」の展⽰もまゆだまネットフェスタ内であること
が事前に地元紙に掲載され、視覚障害者をはじめ、多くの参加者が得られた。視覚障害者
と晴眼者が⼀緒に演奏を模索することで、リズムを合わせることの気持ちよさ、触覚から
伝わる振動の気持ちよさ、また、⾳楽を通じてのコミュニケーションや、みえない⼈にど
う指⽰を伝えるかなどの学びが得られた。 
 
５⽉から、点字図書館と会場の選定を協議し、⾳楽家たちに下⾒をしてもらい、最終的に⼤
ホールで⾏うことを決定。 



６⽉から、参加者が演奏に使う⾳具についての打ち合わせ、材料調達を始める。⾳楽家間で
楽曲の選定や WS の内容の打ち合わせ、また、視覚障害者に⾳具に触れてリズムを触覚か
ら感じることや体の振動で⾳に触れることを通じて、⾳楽の喜びを感じてもらうことをメ
ノキ側と確認。また、参加者の予約をファックス・電話・メール・グーグルフォームにて受
付を開始。7 ⽉から、⾳具の作成を開始。⾳楽家の側では、楽曲の編曲が開始。8 ⽉ 10 ⽇
に、楽器の搬⼊とリハーサルを会場で⾏う。8⽉ 11 ⽇、スタッフと会場内の動線確保やア
テンドのための打ち合わせ、⾳具の調整のやり⽅などをスタッフに指導。ワークショップ開
始直前、視覚障害者へのアテンドと⾳具を選んでもらい、会場へ誘導する。ワークショップ
では、⾳楽家伊勢友⼀⽒の指導の元、楽しんで、リズムを取ることを学んでいただいた。 
終了後、中之条ビエンナーレで使うための⾳素材を録⾳し、その⽇のうちに楽器などを撤
収し、現場復帰。 
 
東野珠実演奏会 
（1）時期：2023 年 8⽉ 19 ⽇ 14：00〜16：00 
（2）場所：群⾺県社会福祉総合センター 
（3）参加者：50名（視覚障害者・家族・⼀般⾒学者） 
（4）内容：演奏会 
⽇程を変更し、同上の 8⽉ 11 ⽇のワークショップと合わせて、ワークショップの後で、
まゆだまネットフェスタ内で、後述の中之条ビエンナーレと繋ぐ⼀連のイベントとして、
「アートピクニック・ミルキクアソブ星筐」として参加型演奏会の形で⾏われた。午後 3
時〜4時で、場所は、群⾺県社会福祉総合センターの⼤ホール、参加者は、視覚障害者・
晴眼者を合わせ、110名を得た。ワークショップ内で練習した曲を全員で、数曲披露し、
絵本「みえなくなったちょうこくか」の東野珠実⽒の作曲による、朗読⽤⾳楽の初演と朗
読が絵本のプロジェクターでの投影と⼀緒に⾏われた。この曲では、⾳具だけでなく、歌
でも参加できるように演奏会の中でもワークショップが⾏われ、多⾓的な⾳楽への参加の
仕⽅が提⽰された。 
メノキでのチラシの郵送や群⾺県⽴点字図書館の協⼒で、群⾺県内の視覚障害者へチラシ
や⾳声 CD、SNS などで発信もあり、また、三輪の作成した、視覚障害者と晴眼者が⼀緒
に遊べる「みんなとつながる上⽑かるた」の展⽰もまゆだまネットフェスタ内であること
が事前に地元紙に掲載され、視覚障害者をはじめ、多くの参加者が得られた。三輪⾃⾝が
視覚を失う中で、どのように芸術と向き合い、⽣きる⼒を得たかをテーマにした絵本の朗
読とそれに付けられた⾳楽に参加することで、視覚障害者にとっての芸術の持つ⼒や意味
を、多くの⽅に感じていただくことができた。 
 
５⽉から、点字図書館と会場の選定を協議し、⾳楽家たちに下⾒をしてもらい、最終的に⼤
ホールで⾏うことを決定。 



ワークショップの準備と並⾏して、⾳楽家チームのリーダーである東野珠実⽒によって、絵
本「みえなくなったちょうこくか」の作曲が開始。6⽉に、ワークショップと演奏会、また
中之条ビエンナーレでの交流イベントをどのような形で繋げるかを都内で協議。なるべく
参加者が参加しやすく、またワークショップの成果がすぐに活かせるように、ワークショッ
プと演奏会を同⽇に⾏うことにし、演奏会も参加型のものにすることに変更。また、参加者
の予約をファックス・電話・メール・グーグルフォームにて受付を開始。7 ⽉に楽器や演奏
曲の確定。8⽉ 10 ⽇に、楽器の搬⼊とリハーサルを会場で⾏う。8⽉ 11 ⽇、ワークショッ
プ終了後、スタッフと⼤⼈数になる演奏会での会場内の動線確保やアテンドのための打ち
合わせ、演奏会では、東野⽒の笙の楽器の説明や伊勢⽒のリズムの説明も再び⾏われ、絵本
の朗読曲の参加のための歌の練習も⾏われた。練習の過程も含みつつ、視覚障害者と晴眼者
と⾳楽家が⼀緒に作る演奏会として、⾳具や歌や体の動きも含め、多⾓的な参加の形が提⽰
された。 
終了後、中之条ビエンナーレで使うための⾳素材を録⾳し、その⽇のうちに楽器などを撤
収し、現場復帰。 
 
時期は、9 ⽉ 17 ⽇・18⽇、の２⽇間に変更、「アートピクニック・ミルキクアソブ星筐
（ほしがたみ）」として、場所は、中之条ツインプラザ交流ホールで⾏われた。17 ⽇は 9
⽉ 17 ⽇「ミルキクアソブ 星筺」ワークショップとして 1 時半〜2 時半、3 時〜4時の２
回、18⽇は、「ミルキクアソブ 星筺」コンサートとして 1 時半〜3 時で開催。17 ⽇は２
回合わせて 77名（うち、視覚障害者・知的障害者・健常者を含む）、18⽇は 101名（視
覚障害者・晴眼者を含む）の参加者を得た。内容は、17 ⽇は、⽴体⾳響と、振動するオブ
ジェによる美術と⾳楽の融合空間を⼆⼈ 1組で、⼀⼈がアイマスクをして⼀⼈がアテンド
をするという形式で体感するワークショップ、18⽇は、⽴体⾳響と振動するオブジェを使
った演奏会（⼀部参加型）として⾏われた。また、両⽇とも a.のバスツアーを開催、触れ
る彫刻展の鑑賞も含めて、視覚障害者の⽅にアテンドの⽅と⼀緒に、⾼崎駅・新前橋駅か
ら中之条ビエンナーレ会場まで、全盲の彫刻家の三輪と、同じく全盲の⾼橋美奈⽒がバス
ガイドを務める形で、ツアーが⾏われた。ｂ.の東野珠実⽒の演奏は、17 ⽇・18⽇とも
に、独奏での笙の演奏だけでなく、打楽器の伊勢友⼀⽒や、⽴体⾳響技術のアークスモニ
ウムの研究・演奏家である檜垣智也⽒、コンピュータープログラムによる演奏家の⽮坂健
司⽒らによる多様な演奏形態により、さまざまな新しい⾳楽体験が提供された。 
 
中之条ビエンナーレは今回第９回となり、知名度も年々⾼まっていていたが、今年はコロ
ナ禍の収束も相まって、総来場者数（総会場延べ）も 48万⼈と過去最⼤となった。そし
て、メノキでのチラシの郵送や、群⾺県⽴点字図書館の協⼒で、群⾺県内の視覚障害者へ
チラシや⾳声 CDの配布や、SNS などでの発信もあり、多くの視覚障害者の参加も得られ
た。また、東野⽒の演奏会などで、独⾃のチラシの配布も⾏い、⾳楽愛好家へ向けても広



報活動を⾏った。東野⽒をはじめ、新しい技術を使った⾳楽体験を提供できる⾳楽家たち
によって、聴覚だけでなく、触覚や、多くのスピーカーによる 360 度⽅位で体感する⾳楽
体験、また美術作品を振動させることで美術と⾳楽を融合させる新しい⼿法などによっ
て、芸術の新しい価値の創造ができた。また、まゆだまネットフェスタからの連続したイ
ベントとして、視覚障害者の⽅たちの中でも認知度が⾼まり、さまざまなネットワークに
繋がったことで、多くの⽅に参加していただくことができた。また、バスツアーを⾏った
ことにより、障害者にとっての交通の課題に応えることができた。また、⼟⽇でのイベン
トは、介助を頼みにくいという問題があることの学びがあった。 
 
中之条ビエンナーレでの演奏会に向け、中之条ビエンナーレ実⾏委員会と⾳楽家東野珠実
⽒と演奏会場の選定や、⼊場のシステムについて、5 ⽉より中之条の会場予定地の下⾒をし
ながら協議、会場を中之条ツインプラザに決定。また、同時期より⾳楽家東野珠実⽒と協議
しながらどのような演奏形態・また障害者の参加をどのように設計するかの可能性を探る。
6⽉におおよそのプランが決まり、出演者への交渉、楽曲の選定、作曲・編曲・プログラミ
ングの依頼などを開始。アートピクニックという名称で、まゆだまネットフェスタと中之条
ビエンナーレを繋ぐイベントとして全体を構想し、その中にバスツアーも位置付けること
になった。作曲・編曲・プログラミングに続いて、⾳楽と美術を融合させる象徴として、三
輪途道の作品である猫だるま内部に振動型スピーカーを仕込み、作品全体を振動させるオ
ブジェクトを制作することが発案され、楽曲と同期するためのプログラミングとオブジェ
クトの制作をサウンドプログラマーの⽮坂⽒に依頼。また、多数のスピーカーを使⽤するア
クースモニウムの設置のために⼈員が必要となるため、檜垣⽒が教える東海⼤学のゼミ⽣
たちにアシスタントとして参加してもらう事とし、中之条ビエンナーレ事務局と協議して、
その学⽣たちを、中之条ビエンナーレのボランティア組織・ナカミーゴに登録してもらい、
ビエンナーレ正規のスタッフとして採⽤し、他団体やボランティアたちとの交流もできる
ような形にする。7 ⽉により、10 名を越える⾳楽チームのスタッフの交通や宿泊の⼿配な
ども開始。8⽉に⼊り、檜垣⽒・⽮坂⽒とツインプラザを下⾒し、⾳響空間の設計や照明な
どの技術的な課題を現地で検討。まゆだまネットフェスタでのワークショップ・演奏会の後、
群⾺県の⽵で作った⾳具などの⾳素材を、マルチチャンネルで収録。檜垣⽒により、アクー
スモニウムの楽曲として作成してもらう。また、２⽇間のイベントとし、1 ⽇⽬をアイマス
クをした⼈とそれをアテンドする⼈（晴眼者の場合。視覚障害者は元からその組み合わせに
なっている）の⼆⼈ 1 組として、回遊型の⾳響空間体験ワークショップとミニコンサート
という形式とし、2 ⽇⽬を参加型の楽曲を取り⼊れたコンサート形式とすることに決定。 
9 ⽉ 16⽇よりスタッフ全員で現地⼊り、⾳響空間の設置や調整、各⾳楽家の配置・調整、
楽曲のリハーサルを中之条ツインプラザにて⾏う。また、学⽣スタッフはそれらの設置作
業や⾳響空間を作る機材などの運搬をしながら、実地での研修を受ける。17 ⽇、会場スタ
ッフと、動線・安全の確認、参加者への⼆⼈ 1組形式で安全に歩くためのオリエンテーシ



ョンのために、レクチャー、質疑応答などをし、開場前に扉の外で参加者に集合してもら
い、オリエンテーション。会場内の楽器屋機材などにぶつからないように配慮しながら誘
導。会場内には、演奏スペースのほか、三輪の彫刻作品が数点置かれ、それに⾃由に触れ
るようにした。⼀回⽬は予想をかなり上回る 50 ⼈近い参加者がいたので、なかなか説明
が伝わらなかったりしたが、次第に参加者も内容を理解して、最終的には会場内を回遊す
るようになった。回遊している中途で、学⽣スタッフにより、楽曲と同期しながら振動す
る猫だるまを台座に乗せたものが会場内に運び込まれ、その振動に触りながらと楽曲の同
期を楽しんでもらう。その後、参加者に好きな位置に腰を下ろしてもらったり、椅⼦が必
要な⼈には椅⼦を出し、定位置に落ち着いてもらって、ミニコンサートへと移⾏。笙の独
奏や⾳楽家が会場を歩きながら演奏するスタイルで、全⾝で⾳楽を感じる空間を演出し
た。⼆回⽬は⽐較的余裕のある⼈数で、⼀回⽬のような停滞はなく、スムースに⾏えた。
18⽇は、会場に椅⼦と畳を設置し、⼀⽅向に向かって座ってもらう形式で、演奏会として
の演出ではあったが、参加者を取り囲むように設置された多数のスピーカーや、前⽇と同
じように観客席の中に⼊り込んで演奏することで、回遊型で体験できたような、全⾝で全
⽅位から⾳に包まれる体験を多⼈数の中でも再現した。また、三輪の彫刻作品と猫ダルマ
の振動オブジェをステージ奥に設置し、開演前や休憩中に触れてもらうようにし、触覚と
⾳を繋ぐことで、美術・⾳楽を融合する体験をここでも意識してもらうように演出した。
楽曲は、⾳響空間を効果的に活かすための、現代⾳楽の実験的な楽曲を中⼼に、絵本「み
えなくなったちょうこくか」の朗読⾳楽は、まゆだまネットフェスタで使われた⾳具を再
び参加者に配布して、学⽣スタッフのリードで歌と⾳具で、参加者たちも⼀緒に演奏する
形式がとられた。全曲が終了後、アンコールで、坂本⿓⼀が東⽇本⼤震災の際に作曲した
「絆」が演奏された。その⽇のうちに機材、楽器などを撤収し、ホールを現場復帰して終
了 
 
⽇程を変更して、2023 年 10 ⽉ 30 ⽇ 10 時〜12 時に、視覚障害者と晴眼者の為の芸術活
動環境創造プロジェクト実⾏委員会の構成員である株式会社ヤマトの会議室において、実
⾏委員会会議を開催。群⾺⼤学教育学部美術講座、株式会社ヤマト、株式会社朝⽇印刷⼯
業、株式会社ジンズ、中之条ビエンナーレ実⾏委員会、前橋市⽴アーツ前橋、富岡市⽴美
術博物館、群⾺県⽴近代美術館、群⾺県⽴館林美術館、群⾺県障害者芸術⽀援センター・
コファン、⼀般社団法⼈メノキから委員が参加し、計 20名で会議が持たれ、今回の事業
についての成果の検討と意⾒交換が⾏われた。 
 
視覚障害者と晴眼者のための芸術活動環境創造プロジェクト実⾏委員会は、すでに 3 年近
く運営されてきており、群⾺内の企業や教育機関・美術館にも積極的に参加を呼びかけて
きた。次第に構成メンバーも増え、地域における視覚障害者を中⼼とした障害芸術の新た
な⽂化的価値の創造や、地域としてそれらをどのように⽀えていくかについて、様々な事



業を通して意⾒交換し実質的な提案や議論がなされ、問題意識が共有されている。今回の
事業についても、委員会のメンバーの⼤半が様々な形で深く関わっており、事業の意義や
到達⽬標、問題点などについて深く考察できる状況にあったため、視覚障害者による芸術
⽂化の創造と受容、またそれらを継続的に⽀えていくことの重要さを確認した。 
 
会議の中で、中之条ビエンナーレ実⾏委員会から、触れる彫刻展を中⼼に事業全体の概観が
報告され、メノキからはアートピクニックを中⼼にした報告がなされた。各委員から以下の
ような意⾒が出された。 
 
当初の予想を遥かに超えた⼊場者に驚き、対応に追われた。様々な世代が参加する中で、触
れる彫刻展やみんなとつながる上⽑かるたが、世代を越えて対話するためのコミュニケー
ションツールとして機能していた。より多くの視覚障害者の⽅に興味を持っていただける
ように今後の展開を考えていきたい。 
 
美術教員を⽬指す学⽣がボランティアスタッフとしても多く参加し、触覚や様々な感覚を
開いていく体験を参加者とともにできたことが多くな学びにつながっているように感じた。
⼀⽅で⾮常に⼤勢のスタッフが関わることになり、その運営管理に苦労があり、多くの⽅の
協⼒・ご⽀援で形になったことを感謝したい。 
 
⾳楽とアートを結びつけ、障害者と健常者がその体験を共有するような機会はなかなかな
く、⾮常に貴重な体験になったと思う。多くの反響があり、中之条ビエンナーレ⾃体もこの
ような形で多様な参加者が増えることは地域にとっても素晴らしい。今後も協⼒していき
たい。 
 
美術と⾳楽を⼀緒に、障害のあるなしに関わらず体験できる場を提供できたことに⼤きな
⼿応えを感じた。 
 
視覚障害者への情報発信にはまだ課題が残る。おそらく、今回のイベントに参加したかった
⽅は他にも多くいたのではないか。点字図書館だけでなく、もっと様々なネットワークを使
って、視覚障害者に呼びかけることもできるので、情報技術や多様な団体を駆使してもっと
情報発信を拡⼤していける可能性もある。 
 
障害者の問題を勉強するというのではなく、ともに⾳楽を聴いたり、美術を鑑賞したりする
ことで、⼀緒に楽しめる体験として取り組めたのが良かった。このような気軽に参加できる
場⾯をもっと増やしていけると良い。 
 



バスツアーに参加したが、乗り場がわかりにくかった。バスの中でのガイドのトークが良か
った。回遊型ワークショップについては⼀回⽬が⼈数が多すぎて、アイマスクをつけて体験
することがあまり効果的ではなかったように思えた。猫ダルマの振動するオブジェが楽し
めた。 
 
ワークショップ・演奏会での⾳楽家の藤野⽒の振興が⾮常に素晴らしかった。視覚障害者と
健常者が垣根を越えて多くの⼈が繋がった感覚があった。展⽰については全体像が掴みに
くいところがあった。 
 
全体の参加者数の多さに驚いた。視覚障害者の⽅も⾮常に⼤勢参加していた印象をもった。 
 
海外からの参加者の⽅から、⾮常に深い視点からの質問があったりして驚かされた。 
 
たくさんの展⽰スペースがあり、鑑賞の時間配分が難しいと感じた。上⽑かるたの体験では、
アイマスクをして触ることで、作品の感じ⽅が全く変わるという新しい体験を楽しんでで
きた。 
 
⾳楽イベントの気軽さが魅⼒であった。視覚障害者の世界を知ることが、世界が広がるよう
な体験で、美術の持つ⼒を感じた。 当美術館のボランティアスタッフが関わったことでネ
ットワークが広がった。 
 
視覚障害の⽅と⼀緒に鑑賞する機会が持てたのがよかった。盲学校⽣徒作品の展⽰で、校⻑
であり美術教師であった多胡⽒のビデオが流れていて、視覚障害者への美術教育のことを
知れたのがよかった。 
 
⾳楽イベントの会場が少し寒かった。信頼できる者同⼠でのアテンド体験はよかったが、知
らない⼈同⼠でうまくいったのかが気になった。 
 
アイマスクをして作品を触ったことがなかったので衝撃的な体験だった。振動する猫だる
まの形が触覚だけではわからなかった。作品の形を、⼿で⾒ることと、⽬で⾒る違いを知る
ことができた。美術館で触覚を通じて鑑賞することは、今までの視覚中⼼の美術館の展⽰と
作品保護の観点からは⽭盾が⽣じる部分もあるが挑戦する意味を感じることができた。 
 
今回は主催者側だったが、鑑賞者側になりたかった。まゆだまネットフェスタから太⽥から
学⽣が引き続いて参加してくれた。また群⾺⾼専の弱視の学⽣の参加もあり、若い世代との
ネットワークの必要性も感じた。 



 
障害者の芸術活動のための⼈材育成の現場としての可能性を感じた。そのための職業とし
てのインクルーシブアートコーディネーターの資格設⽴などが今後必要になってくるので
はないか。 
 
１．第 9回国際現代芸術祭「中之条ビエンナーレ」に参加・作品展⽰を達成。⾒学者 8,941
名、アンケート回収 540枚を得た。満⾜度は 90%。 
 
２．交流イベントに向けてのワークショップ 
ワークショップ・参加型演奏会では、参加家族・⼀般来館者合わせて延べ 148 名の参加者
を数えた。参加者の満⾜度は 100%であった。 
 
3．交流イベント『美術と⾳楽の融合・視覚障害者と晴眼者による参加体験型演奏会』 
参加者数は、演奏会だけで２⽇間で 178 名、１ヶ⽉間の展覧会への⾒学者を含めると 9,111
名を数えた。満⾜度は 94%であった。 
 
4.「視覚障害者と晴眼者のための芸術活動環境創造プロジェクト」の開催 
当団体を中⼼に組織した⼤学・企業等の関係者及び専⾨家(20 ⼈)で開催され、本事業の振
り返りと評価、継続的な展開について議論された。また、障害者の芸術の現場におけるサポ
ートや鑑賞補助、そのための⼈材育成や将来的な職業制度の創出などについても話し合わ
れた。 
 
新たな価値と体験の創造に関して、参加者アンケートの満⾜度や、寄せられたメッセージを
⾒る限り、概ねポジティブな評価を得たように思われ、⽬標を達成したと考える。 
ネットワークの構築に関しては、関係団体が拡充し、障害の垣根を越えた連携が始まった。
また、関係団体が増え、それらを起点に広報の規模も広がったことで、当初の予想を遥かに
上回る動員に繋がった。 
⼀⽅で、ツアーや会場での誘導や声掛け、鑑賞補助などへの評価が⾮常に⾼く、数だけでは
なく、質的な⼈と⼈との結びつきがネットワーク構築には重要になることが⽰唆された。⽬
標は達成できたものと考える。 
 
６．みんなとつながる上毛かるたの制作 

2023 年春〜夏にかけて、群⾺県から「ぐんま芸術⽂化創造事業補助⾦」を受けて、メノキ
代表であり、彫刻家で視覚障害当事者の三輪途道が中⼼となって、⾒える⼈・⾒えない⼈・
⾒えにくい⼈が⼀緒に遊ぶことができる共⽣社会のための「みんなとつながる上⽑かるた」
を⽊彫作品として制作、その複製版を制作し、群⾺県内の教育機関での普及に取り組んだ。 





































一般社団法人　メノキ
（単位：円）

科目
Ⅰ 経常収益
１．受取会費

会員受取会費 2,600,000
２．受取寄附金

受取寄附金 0
３．受取助成金等

受取助成金 11,580,000
４．事業収益

書籍製版販売収益 1,367,502
５．その他収益

受取利息 29
受取配当金 200
雑収入 1,000,000

経常収益計 16,547,731
Ⅱ 経常費用
１．事業費

人件費
給料手当 1,900,000
法定福利費 0
福利厚生費 0

人件費計 1,900,000
その他経費
製作費 838,910

　介護支出外注費 8,855,630
広告宣伝費 1,093,250
事務用品費 376,964
消耗品費 3,256
租税公課 643
接待交際費 279,695
旅費交通費 498,672
通信費 145,022
支払手数料 55,000
会議費 0
諸会費 0

　給食サービス支出雑費 28,912
その他経費計 12,175,954

事業費計 14,075,954
２．管理費

人件費
給料手当 152,500
法定福利費 0
福利厚生費 0

人件費計 152,500
その他経費
製作費 0
外注費 0
広告宣伝費 16,060
運賃 0
事務用品費 0
消耗品費 0
租税公課 10,000
接待交際費 0
旅費交通費 0
通信費 0
支払手数料 0
会議費 0
諸会費 0
雑費 300
支払利息 0

その他経費計 26,360
管理費計 178,860

経常費用計 14,254,814
当期経常増減額 2,292,917

Ⅲ 経常外収益
１．事業費固定資産売却益 0
経常外収益計 0

Ⅳ 経常外費用
１．事業費固定資産廃棄損 0
経常外費用計 0

Ⅴ 税引前当期正味財産増減額 2,292,917
法人税、住民税及び事業税 71,400
当期正味財産増減額 2,221,517
前期繰越正味財産額 711,024
次期繰越正味財産額 2,932,541

令和４年度　活動計算書

令和4年11月1日から令和5年10月31日まで

金額

（２）

（１）

（２）

（１）



一般社団法人　メノキ
（単位：円）

科目
Ⅰ 資産の部
１．流動資産

現金 419,898
普通預金 4,106,060
立替金 0
棚卸資産 0
未収入金 500,000
仮払金 1,430,000

流動資産合計 6,455,958
２．固定資産

有形固定資産
建物 0
建物附属設備 0
構築物 0
機械装置 0
車両運搬具 0
工具器具備品 0
土地 0

有形固定資産計 0
投資その他の資産
出資金 10,000

投資その他の資産計 10,000
固定資産合計 10,000

資産合計 6,465,958

Ⅱ 負債の部
１．流動負債

買掛金 149,600
未払費用 2,811,396
預り金 1,021
法人税等充当金 71,400

流動負債合計 3,033,417
２．固定負債

理事借入金 500,000
固定負債合計 500,000

負債合計 3,533,417
Ⅲ 正味財産の部

前期繰越正味財産 711,024
当期正味財産増減額 2,221,517

正味財産合計 2,932,541
負債及び正味財産合計 6,465,958

金額

（１）

（２）

令和４年度　貸借対照表

令和5年10月31日現在


